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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】脈拍と体温を自動的に測定し、介護士の手を煩
わすことなくそのデータをいつも監視するシステムを提
供する。
【解決手段】脈拍、体温を測定するセンサーパッド部と
センサーの信号処理と、データを送信する無線部と、電
源部とをベルトに収納し、腕に固定する。データを受信
する無線部と、データをデータベース化するＰＣ部を備
え、ＰＣ部が緊急時の管理を行う。
【選択図】図２
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
患者の体温・脈拍を時間毎に自動測定し無線機器にてデータをホストＰＣに送信するユニ
ット。
送信されたデータを受信しＰＣでデータを管理するシステム。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本考案は、老人ホーム等で介護されている老人等の脈拍と体温を定時間毎に測り体調を管
理するシステムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
老人ホーム等で深夜に介護士の方々が、入院している老人の脈拍や体温などを測定し体調
の管理を行なっているが、人手不足等の理由により常に管理ができないため、不慮の事故
などが発生する場合がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－３４９４１（Ｐ２００２－３４９４１Ａ）
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
現状、介護される老人の数が年々増加している。その為の施設も増加しているがその逆に
、介護する介護士の人員が不足して来ている。その為に色々な不備が情報として我々の耳
にも聞こえてくる。その一つが人員不足から入院している人の体調変化に気がつかず大事
になるケースや、深夜安眠中に体温や脈拍の測定で起こされ、熟睡できず体調を壊す人も
いる話を聞く事が多々ある。現状の問題点を解決するためには介護士の手を煩わせる事も
なく、また、入院患者に違和感や負担を生じさせる事がなく、定時間毎に体温と脈拍を自
動で測定し異常時（体温変化・脈拍数異常）速やかに担当看護士に通報できるシステムで
、前述の様な不慮の事故などを防止する事が可能になり問題を解決する事ができる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
本考案は、体温測定と脈拍測定を行なう回路と無線機器及び動力用バッテリーを手首に取
付可能なバンドと一体化させ、定時間毎に体温・脈拍を測定し結果を無線機器で端末のパ
ソコンに送信する。パソコンで受信した各々のデータをグラフ化しモニターで確認ができ
るようにする。また各々の異常値を設定する事でデータに異常が発生したとパソコンが判
断したとき、担当看護士の携帯電話にメールで異常を通報すると共にパソコン本体でも何
らかの音を発生させ異常時の対応を速やかに行なうようにする事で本問題点が解決できる
。
【考案の効果】
【０００７】
前述の様に、入院している老人の体調管理で最低限必要な体温と脈拍の管理を自動で行わ
れる事により、看護士の労力を減らす事ができ、その分、他の介護に時間を費やせること
で介護全体を充実させる事ができる。また、入院している老人の方々も熟睡中に起こされ
る事が無く自動的に体温と脈拍が測定されるため睡眠不足になる事が無く、その事による
体調不良の発生を防止できる。
【図面の簡単な説明】
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【０００８】
【図１】腕に取り付けるバンドの構成図とブロック図である。
【図２】システム全体のブロック図である。
【図３】実際の運用を行なう説明図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
バンドから出ているセンサーパッドを腕の毛細血管のある位置に貼る。
次に、パッドを押さえる様にバンドを腕に巻きセンサーパッドからのリード線を邪魔にな
らないように処理する。バンドに付いている電源ＳＷをＯＮする。
ＳＷを入れた後から３０分毎に自動で脈拍と体温を測定しデータを無線で受信局にデータ
を渡す。
【００１０】
パソコンの電源を投入する（初期設定及び各個人の情報は入力済とする）受信局が開局さ
れる。バンドから送信されるデータをパソコンで確認する。
パソコンで受信したデータをデータベース化し管理する。
【００１１】
前述の状態で通信が行なわれているとき、脈拍または体温で異常とパソコンが判断したと
き、パソコンで登録してある携帯電話のメールアドレスに異常内容を通知し担当の介護士
に異常状態を伝達する。パソコン本体でも異常音を発し周りにいる係員にも異常を伝達す
る。
【実施例】
【００１２】
以下、添付図面に従って一実施例を説明する。１は耐久性のプラスチックス等適宣素材に
て一体化形成された制御及び増幅回路基板と無線機器及びバッテリーを収納するケース、
２は１のケースを取り付け、腕に巻きつけられる伸縮のできるマジックテープの付いたバ
ンド。３はシリコン素材でできたセンサーパッド。
３のセンサーパッドを腕の血管が出ている部分に当てる。
【００１３】
３のパッドの部分を固定するように、２のバンドを３のパッドの上から巻きつける
【００１４】
１のケース内に収納されている、無線機器から測定したデータを４の受信機器に送信する
。
受信したデータを５のＰＣにＲＳ－２３２Ｃを使用し転送を行なう。
【００１５】
５のＰＣで受信したデータを各人のデータとしてデータベース化する。
データベース化されたデータをＰＣは常に管理を行い、あらかじめ各自の異常値の設定デ
ータと比較を常時行なう。
【００１６】
５のＰＣで異常と判断したとき、５のＰＣ自体で異常警報音を発生を行ない、同時に、５
のＰＣに登録されている携帯電話のメールアドレス宛に異常内容を転送する。
その事により、携帯電話から速やかに担当者は異常を確認する事ができる。
【符号の説明】
【００１７】
１　　収納ケース
２　　バンド
３　　取付パッド
４　　受信機
５　　ＰＣ（パソコン）
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【図１】

【図２】
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【図３】

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月23日(2012.7.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
本システムにおいて、
（１）脈拍、体温を測定するセンサーパッド部、
（２）センサーの信号処理部、
（３）処理されたデータを無線送信する無線部、
（４）（２）と（３）を駆動させるための電源部、
（５）（１）～（４）を収納し腕に固定するベルト、
（６）データ送信された無線データを受信する無線部、
（７）受信したデータをデータベース化及び緊急時の管理を行なうＰＣ部、
以上の（１）～（７）の構成からなる生存監視システム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
以下、添付図面に従って一実施例を説明する。１は耐久性のプラスチック等適宣素材にて
一体化形成された制御及び増幅回路基板と無線機器及びバッテリーを収納するケース、２
は１のケースを取付、手首に巻きつけられる伸縮のできるマジックテープ（商標登録）の
付いたバンド。３はシリコン素材でできたセンサーパッド。
３のセンサーパッドを手首の血管が出ている部分に当てる。
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